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ふじた幸久議員プロフィール
◆１９５０年日立市生まれ。
◆日立市二葉幼稚園・会瀬小・茨城大学附属中・水戸
一高・慶応大学卒。
◆難民を助ける会と国際ＭＲＡで４５ヶ国を訪問。世
界各地でボランティア活動。
◆１９９６年～衆議院議員当選２回（東京比例区・東
京１２区）。民主党国際局長などを務める。対人地
雷禁止条約、不登校生への通学定期支給、天下り追
及などに取り組む。

◆２００７年参議院議員初当選（茨城選挙区）

参議院外交防衛委員会理事・北朝鮮による拉致問題
等に関する特別委員会委員長、民主党ネクスト防衛

副大臣・国際局長など歴任。

◆イラク日本人人質事件やスマトラ沖津波・ハイチ大

◆藤田幸久茨城事務所

〒310-0852 水戸市笠原町600-41-2F

TEL029-297-8222 FAX029-297-8221

◆東京事務所（７月より移転しました）

〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1

参議院議員会館914号室

「国政報告」「国会見学」受付中。２～３名でもお気軽にどうぞ。

後半は、今回の選挙で増えた支援団体対策などに重点を置いたことと、三大紙の

一つの郡司さんが3ポイント差で3位にいる、という調査結果を基に、各議員や団体へ

の呼びかけを強化しました。その結果、「郡司さんを落としてはならない！」とい

う声が広がり、陣営が引き締まりました。そして、山田正彦農水大臣の二度の応援、

北澤俊美防衛大臣、玄葉光一郎政調会長や安住淳国会対策委員長などによる応援に

繋がりました。

関東で、新聞報道で有利な予想が出ていた、千葉景子（神奈川）、簗瀬進（栃

木）、島田智哉子（埼玉）といった現職候補が落選したのとは好対照となりました。

特に、千葉さんと簗瀬さんの陣営が党本部に厳しい状況を訴えたにも拘わらず、
閣僚や党幹部の応援が少なかったことが言われています。

結果的に、郡司さんが３０万票を超える得票で当選できたことに、皆様に心から

感謝を申し上げます。

これからは、「逆ねじれ」での厳しい国会運営となりますが、昨年の政権交代の
原点である、「国民の生活が第一」の原点を思い返し、国民生活、経済、雇用、福
祉の向上に全力で取り組んで参ります。

【写真左：山田正彦農水大臣が最終日に（7/10）／右：当選が決まり国会議員団と（7/11）】
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ふじた幸久 特集号

泣く政治から 笑う政治へ

ゆ き ひ さ

皆さまのご支援に感謝いたします

参議院議員選挙に寄せられた多くの皆様のご支援に心からお礼申し上げます。

茨城選挙区は、民主党の初の２人擁立という厳しい環境に加え、鳩山内閣におけ
る政治とお金、普天間問題の迷走などの負のイメージを引きずったままでの選挙戦
突入となりました。

私は、茨城県連大畠章宏会長の指示で、17日間の選挙の半ば過ぎまでの約10日間
は、郡司候補とほぼ行動を共にし、遊説や訪問活動に同行しました。参議院の国会
対策委員長などを経て農林水産副大臣である郡司さんは、茨城県唯一の政権内で仕
事をする国会議員で、永田町や霞が関での活動には定評があります。

しかし、農林水産副大臣として戸別所得補償制度、クジラやマグロの問題での国
際交渉や口蹄疫対策などに専念し、約10ヵ月間ほとんど地元に帰れなかったことの
ハンディを背負っての選挙戦となりました。

加えて、菅総理による消費税発言や、枝野幹事長による選挙後の連立組み替えの
可能性への言及などがボディーブローとなり、日々風が逆方向に向き、有権者の熱
が冷めていく雰囲気を追いかける戦いでした。

【写真左：出陣式で乾杯（6/24）／右：玄葉光一郎大臣が水戸へ（7/2）】


